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Mascot 検索における残基特異的蛋白質分解酵素やペプチド結合切断試薬の切断特性は enzymes ファイルの中で

定義されおり、このファイルの内容が Mascot検索設定画面の「Enzyme」欄に表示されるリストに対応しています。 

enzymesファイルはテキストで構成されており、登録項目並びにその内容は次のような書式で定義されています。 

 

 

1. enzymesファイルの存在場所 ────────────────────────── 

[インストールフォルダ(通常は C:\inetpub)]\mascot\configフォルダにあります。 

 

 

2. 基本書式 ─────────────────────────────────── 

ひとつのペプチド結合切断特性は複数のキーワード行で構成・定義され、他のペプチド結合切断特性定義と

はアスタリスク（＊）行で区切ります。 

 

Title:Trypsin 

Cleavage:KR 

Restrict:P 

Cterm 

* 

Title:Asp-N 

Cleavage:DB 

Nterm 

* 

 

各キーワード行は次の内容を持っています。 

１行目（Title行）： 

登録名定義行です。この行は必ず１行目に定義してください。"Title:" キーワードの後にタイトルとな

る文字列が続きます。この文字列は Mascot検索設定画面の「Enzyme」欄に表示されます。短くかつ意味が

把握できる文字列を定義してください。構成する文字列は英数文字（alphanumeric character）およびス

ペースに限られます。また、文字と文字の間のスペースは意味を持ちます（保持されます）。 

２行目（Cleavage 行）： 

切断サイト定義行です。"Cleavage:" キーワードの後に切断サイトを指定するためのアミノ酸残基名文

字列が続きます。 

３行目： 

オプション行です。"Restrict:" キーワードの後に切断制限アミノ酸残基名文字列が続きます。ここで
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“Trypsin”のペプチド切断特性定義 

“Asp-N”のペプチド切断特性定義 
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指定したアミノ酸残基が"Cleavage:"キーワードで指定したアミノ酸残基の隣に存在する場合は、その切断

サイトで切断されないように指定することができます。 

４行目： 

切断方向定義行です。"Cterm"または"Nterm" キーワードにより、C末端側あるいは N末端側の切断を指

定します。 

 
 
3. 拡張書式：Independent 行 ─────────────────────────── 

"Cleavage:"、"Restrict:"、Cterm、Nterm キーワードの後にインデックス番号を追加し、"Independent:"キ

ーワードと組み合わせることにより、複数の切断特性をまとめて定義することができます。 

 

Title:CNBr+Trypsin 

Cleavage[0]:M 

Cterm[0] 

Cleavage[1]:KR 

Restrict[1]:P 

Cterm[1] 

Independent:0 

* 

 

"Independent:"キーワードは定義された複数の切断特性を独立に反映させるかどうかのスイッチとして働き、

この例では、インデックス番号"[0]"と"[1]"で定義された切断特性と"Independent:0"（切断特性同時反映）が

組み合わされ、切断特性[0]と[1]が同時に反映されます。なお、"Independent:0"は省略することができます。 

"Independent:1"を指定した場合は、定義された切断特性が独立に反映されます。たとえば、ひとつの試料を

２つに分け、一方には切断特性[0]を、もう一方には切断特性[1]を独立に適用した後、これらの試料を合算し

た場合に対応します。 

 

 

4. 拡張書式：SemiSpecific行 ─────────────────────────── 

Mascot検索設定画面の「Enzyme」欄において「None」を選択した場合、（特別な切断特性を考慮せず）すべて

のペプチド結合を切断して得られるペプチド群に対して Mascot 検索を実行することができますが、

"SemiSpecific:"キーワードを追加することにより、定義した切断特性と「None」を組み合わせた切断特性を定

義することができます。 

 

Title:semiTrypsin 

Cleavage[0]:KR 

Restrict[0]:P 

Cterm[0] 

SemiSpecific:1 

* 
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"SemiSpecific:1"を指定した場合は、定義した切断特性に従い生成したペプチド群に対し、それらの切断面

（上の例ではC末端側）とは逆の切断面（N末端側）方向に存在するペプチド結合も任意に切断します。

"SemiSpecific:0"を指定した場合は、定義した切断特性のみを考慮します（"SemiSpecific行を指定しない場合

と同じ意味になります）。 

 

 

5. 編集方法その１：テキストエディタを利用して enzymes ファイルを編集する ───── 

テキストエディタを使って enzymesファイルを開き、編集してください。 

なお、enzymes ファイルを編集する前に必ずバックアップを取ってください。 

 

 

6. 編集方法その２：ブラウザベースの Enzymes Configuration Editor を利用する ─── 

トップページの [Configuration Editor] リンクをクリックしてください。[Mascot Configuration] ページが開き

ますので、 [Enzymes] リンクをクリックしてください。次のように、[Mascot Configuration: Enzymes] ページが

表示されます。 

 

 

登録項目毎に [Edit] および [Delete] リンクがあります。[Edit] リンクをクリックすると登録内容を示すペー

ジ([Edit Enzyme: 登録名] ページ)が表示されますので、登録内容を変更し、[Save Changes] ボタンを押してく

ださい。また、[Delete] リンクをクリックすると登録項目を削除することができます。 

Mascot Configuration: Enzymes ページ 

Edit リンク：登録内容を変更することができます。 

登録を削除します。 

新規に登録することができます。 

Mascot Configuration ページに戻ります。 
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[Add new enzyme] ボタンを押すと [Add new enzyme] ページが表示されますので、登録したい内容を入力ま

たは選択し、[Save new Enzyme] ボタンを押してください。次の例では Trypsin の切断特性と Aspの N末端側で

の切断特性を同時に満たす内容になっています。必要に応じて [Protein] 欄に入力したアミノ酸配列に対する生

成ペプチドを [Test Enzyme] ボタンで確認してください。 

 

 

なお、[Save Changes] ボタンまたは [Save new Enzyme] ボタンを押すことにより enzymes ファイルの内容

は更新されますが、更新前の enzymes ファイルは enzynes.#(#は数字、たとえば enzymes.11)ファイルとして

自動的にバックアップされます。 

以上 

Add new enzymes ページ 

各項目にマウスを合わせることによりその説明が表示されます（この例では[Independent]を示しています）。 
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何かお困りのことがありましたら Mascotサポート にご連絡ください。 

 

 

 

〒100-0015 東京都台東区東上野 1－6－10 ART ビル 1F 

support-jp@matrixscience.com 

03 5807 7895 

 

 

 


